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研究成果の概要（和文）：本研究課題では，ネットいじめの高精度・網羅的・早期的自動検出技術の開発を目的
とした．具体的には，以下の３つのテーマに絞って研究開発を行った．A)いじめ表現辞書の構築によるネットい
じめの高精度識別技術の開発，B)コンテキスト分析に基づく潜在的ネットいじめの網羅的検出技術の開発，C)時
系列的ソーシャル分析に基づくネットいじめの早期発見技術の開発に取り組んでいた．３つのテーマとも，国内
研究会だけではなく，国際会議や論文誌に論文が採択された．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research project was to develop a highly accurate, 
comprehensive, and early automatic detection technology for cyberbullying. Specifically, we focused 
our research and development on the following three themes. We were working on the A) development of
 high-accuracy identification technology for cyberbullying by constructing a bullying expression 
dictionary, B) development of comprehensive detection technology for latent cyberbullying based on 
context analysis, C) development of early detection technology for cyberbullying based on 
time-series social analysis. Our work for all the three themes was summarized and evaluated with the
 papers accepted not only by domestic conferences but also by international conferences and 
journals.

研究分野：ウェブ情報学およびサービス情報学
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明可能性

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ネットいじめ自動検出の精度が向上できると，誤検出が減少し，ネットパトロール労力の軽減が予測できる．潜
在的なネットいじめを網羅的に検出できると，より多くのユーザをいじめから保護できる．ネットいじめの早期
発見が実現できると，いじめの拡散やエスカレートを迅速に阻止できる．高精度・網羅的・早期的なネットいじ
めの自動発見は，SNSサービスを提供する企業にも，ネットパトロールを実施する学校にも，被害を避けたいユ
ーザにも有用な研究で，安全・安心なインターネット環境の整備に重要な技術になると考える．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
インターネットの発達やスマートフォンなどの普及により，Twitterなどのソーシャルメディ
アの利用者は年々増加し続け，若年層も利用する機会が多くなっていた．それと共に，特定の人
に対する誹謗中傷が行われるなどのネットいじめが深刻な問題になっていた．実際，ネットいじ
めが世界中の若者のソーシャルメディアユーザの半数以上に影響を及ぼすと報道されていた．
日本でも，平成 30年 3月の総務省の調査によると，平成 28年度のネットいじめの認知件数は
1 万 779件で，年々増え続けている状況であった．その対策として，SNSサービス提供企業や
学校などが，書込みに対して人手によるネットパトロールを実施していたが，データ量が膨大で
あるため人手による監視には限界があった． 
 
人手による監視の負担を軽減するため，機械学習を用いたネットいじめの自動検出技術の開
発は着手されていたが，その性能はまだ十分とはいえなかった．具体的には 3 つの問題点があ
った．第 1に，誹謗中傷語を含む明示的いじめ文に対しても，十分な識別精度が達成できておら
ず，誤検出が存在する点にあった．第 2に，明示的いじめ語を含まない皮肉などの潜在的いじめ
に対応できず，検出漏れがある点にあった．第 3に，従来技術は既出のネットいじめの識別を行
うものであり，検出のタイミングが遅れてしまい，早期発見に至っていない点にあった． 
 
２．研究の目的 
本研究課題では，以下の 3つの学術的「問い」(RQ: Research Questions)を設定し，ネットい
じめの高精度・網羅的・早期的自動検出技術の開発を本研究の中核とした． 
RQ-1: テキスト特徴量を補強する方法でネットいじめの自動識別の精度向上が可能か？ 
RQ-2: 文脈や背景知識に基づく方法で潜在的ネットいじめを網羅的に自動検出可能か？ 
RQ-3: ユーザ SNS活動の時系列変化を分析する方法でネットいじめを早期に発見可能か？ 
 
上記を踏まえ，本研究課題では以下の 3つのテーマに絞って研究開発を行った． 

A) いじめ表現辞書の構築によるネットいじめの高精度識別技術の開発 
B) コンテキスト分析に基づく潜在的ネットいじめの網羅的検出技術の開発 
C) 時系列的ソーシャル分析に基づくネットいじめの早期発見技術の開発 
 
３．研究の方法 
テーマ A)について，Twitter 上のテキストを対象とし，いじめ表現辞書を構築した．いじめ
表現辞書とは，単語とその単語がどれだけいじめと関連するかの程度を数値で表すものである．
辞書に登録する単語は，特定の単語を使って収集したツイートに含まれている単語とし，その単
語につける値は，SO-PMI というものを用いて算出した．他にも N グラム，Word2vec，Doc2vec 
といった特徴量を使用した．また，複数の機械学習手法を用い，特徴量と組み合わせて，ネット
いじめの自動検出に最適なモデルの構築を図った． 
 
テーマ B)について，潜在的ネットいじめの網羅的検出を目的とし，皮肉表現の自動抽出に着
目した．BERT を用いた文脈理解，及び文中の絵文字を考慮した皮肉文の検出方法を提案した．
日本語 Twitter データセットを用い，テキスト及び絵文字それぞれの特徴ベクトルを抽出した．
また，事前学習言語モデル（BERT 及び RoBERTa，DeBERTa）を用いた文脈理解，テキスト類コン
テキスト及び非テキスト類コンテキストを考慮した皮肉文の検出手法を提案した．既存研究に
多く利用されたハッシュタグで収集したデータセット以外に，皮肉投稿者により収集したデー
タセットにも手法を適用し，検出パーフォーマンスを比較した． 
 
テーマ C)について，コンテンツとそれに関連するツイートデータを用いた，機械学習による
2STEP の特定情報の早期検出手法を提案した．両方の STEP において，予測確率が閾値以上の情
報に対してラベルを確定させて追跡対象から取り除くことで，検出の精度と早期性の両立を図
った．また，GCN という深層学習モデルとユーザ特徴・テキスト特徴を用い，ソーシャルメディ
ア特有のネットワーク構造とその変化を考慮した深層学習モデルの学習を行うことで早期検出
手法の提案を行った． 
 
また，当初の提案書に記載しなかったモデル説明可能性の課題に向けて，解決手法を検証した．
モデルの説明とは，いじめと予測した投稿のテキストにおいて，その根拠となる部分を抜き出し
たものである．既存モデルの事前学習モデルの変更，根拠学習の拡張，さらに，投稿の対象とな
るグループを予測するターゲット分類といじめ検出のマルチタスク学習を用いた説明可能なネ
ットいじめ検出モデルを提案した． 
 
 



４．研究成果 
テーマ A)について，ラベル付けされたツイートを用いて，各特徴量，各機械学習手法によっ
て学習させ，どれだけ正しく検出できるか，そしてどの特徴量，どの機械学習手法が分類に役立
つかの実験を行った（表 1～表 3）．構築したモデルを用いていじめ文、非いじめ文の分類の評価
を行ったところ，多くの機械学習手法でいじめ表現辞書が正しい検出に貢献することが分かっ
た．また，最も良かったモデルでは 90%を超える評価を得ることができた．  
 
また，異なる時期からツイートを収集し，新たないじめ表現辞書を特徴量として用いると評価
はどう変わるか，異なる時期から収集したデータセットを用いると評価はどう変わるかの追加
実験を行った．いじめ表現辞書の構築時期やデータセットの収集時期がずれていても，分類評価
に大きな影響を及ぼさないことが分かった．辞書の構築時期の変化より，辞書に登録される単語
の数の方が，分類評価に影響を及ぼすのではないかと考えられる． 
 
 

表 1 分類評価（1種類ずつと全ての特徴量） 

 
表 2 分類評価（評価の良い特徴量と「評価の良い特徴量＋いじめ表現」） 

 

 
表 3 分類評価（全ての特徴量と「全ての特徴量 – いじめ表現」） 

 
 
テーマ B)について，従来と比較してより文脈の理解に長けた BERT と呼ばれる言語モデルを
日本語テキストに対して適用し，皮肉文検出精度の向上を図った．また，文中の重要な要素であ
る絵文字を考慮し，その特徴をテキスト特徴と同時に用いることで検出精度の向上を図った．評
価実験には Twitter 上の日本語投稿文を用い，クラウドソーシングによってより信頼性の高い
皮肉文データセットを構築した．その結果，どちらの手法においても従来よりも検出精度が向上
する結果となった． 
 
また，従来と比較してテキスト類及び非テキスト類コンテキストを利用することで，皮肉内容
の検出精度の向上を図った．複数の事前学習言語モデルの比較をし，異なるモデルにおける検出
結果で DeBERTa が皮肉内容の検出により優れることがわかった（表 4）．収集方法が異なるデー
タセットで同様な手法を適用し検出精度を確認した．皮肉内容を投稿したユーザから収集した
データセットは劣った結果を示した． 
 
 



表 4 事前学習言語モデルの検出性能の比較結果 
 適合率 再現率 F 値 
BERT 0.82 0.85 0.83 
RoBERTa 0.85 0.84 0.84 
DeBERTa 0.86 0.85 0.85 

 
テーマ C)について，提案手法を用いることにより，特定情報の拡散初期において，ベースラ
インと比較して精度と F 値の向上が確認された．SNS ユーザのデータをソーシャルコンテクス
トとして用いた実験では，提案手法を用いることにより，拡散から 5 分後と 10 分後のタイミ
ングにおいて，ベースラインよりも精度と F1 値が向上することが確認された（図 1，図 2）．リ
プライツイートを用いた実験では，提案手法による精度と F1 値の向上は見られなかったもの
の，リプライツイートを用いることが検出率の向上に役立つことが確認された（図 3，図 4）． 
 
GCN を用いた実験の結果，提案手法では最大シーケンス長が 30 の時点で精度 0.6 を超え，F 
値も 0.65 を超えることができた（図 5）．実験データのシーケンス長の中央値が 211.5，平均シ
ーケンス長が 356.2 であることを考慮すると，少ないデータ数でもある程度の学習と予測が可
能であることが示せたと考えられる． 
 

       
図 1 ユーザデータを用いた実験        図 2 ユーザデータを用いた実験 
（5分毎の精度）                 （5 分毎の F1 値） 
 

    
図 3 リプライツイートを用いた実験        図 4 リプライツイートを用いた実験 
（5件毎の精度）                 （5 件毎の F1 値） 
 

 
図 5 最大シーケンス長毎の性能比較結果 



 
説明可能性の評価について，各提案手法に基づき３つの実験を行った．モデルの説明の内容を
評価する説明可能性の観点で，すべての提案手法において，既存手法より向上する結果となった
（表 5～表 7）． 
 

表 5 事前学習モデルの置き換えによる説明可能性の評価結果 

 
 

表 6 根拠学習の拡張による説明可能性の評価結果 

 
 

表 7 マルチタスク学習による説明可能性の評価結果 
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